	性性被害を受けた男性の
　ための自助グループ
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（ランカ　旧称MSV）
Selfhelp Meeting on Male Sexual Victimization
性的虐待、性的いじめ、セクハラ、チカン、

レイプなどの被害にあった男性やセクシャルマイノリティ（ＧBTIほか）が、同じ仲間と体験を分かち合うためのミーティングをしてい
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ます。
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話してみよう！　聞いてみよう！　交流しよう！
お待ちしていま～す！  
http://www.comcarry.net/~genbu/index.html


☆ 自助ミーティングへのお誘い ☆

わたしたちのグループRANKA（ランカ・旧ＭＳＶ）では、性虐待、性的いじめ、セクハラ、チカン、ストーカー、レイプ、近親かん（インセスト）などの性被害によって傷を被った男性やセクシャルマイノリティ（ＧBTI等）が、同じ仲間と体験を分かち合うためのミーティングをしています。

もし自分の生き難さが性被害にあると感じている方は、どうぞわたしたちのグループにおいでください（参加資格などは裏面參照）。仲間と出会い、体験を話し、感情を解き放ち、過去の棚卸しをすることは生きる力となります。

ミーティングの進め方は、「言いっぱなし、聞きっぱなし」が中心です。ここには、誰もあなたを非難する人はいません。ミーティングで話したことは秘密が守られます。

性被害の傷を癒すためには、温かい受容的な雰囲気のなかで、自分の体験や気持ちを繰り返しさまざまに語ってゆくことが有効だと思います。その語りは楽ではなく、癒しはしばしば長い時間がかかりますが、しかし、それでも、癒しは誰もが手にするに値する価値があるとわたしたちは思っています。

	☆ 出前講座をお引き受けします！☆

「男性の性被害」や、「精神科医・カウンセラー・弁護士等の援助職による倫理違反の解決策」「平和学」の出前講座をしていま～す！　お申し込みは下記メールまで。


☆ 少年・男性の性被害の現状 ☆

現在の社会では、少年・男性およびセクシャルマイノリティも性被害にあうことについてほとんど知られていません。当然、社会の偏見も根強く、男性やセクシャルマイノリティのサバイバーのためのサポートや書籍は多くありません。そのため性被害で傷つきながらも、しばしばそのつらさを誰にも話すことができず、孤立感や羞恥心にひとり苦しむことがあります。また話すことができたとしても信じてもらえず、さらなるつらさを味わうことが多々あります。しかし、実際には男性やセクシャルマイノリティも、いろいろな被害にあっており、その傷も人によってはトラウマとなることがあります。

☆ 誰もが被害者になり得る ☆

男性やセクシャルマイノリティの性被害者に被害にあいやすい共通の特徴はなく、誰もが被害者になる可能性があります。被害者の年齢も、幼児から成人にまでおよびます。また、性被害者を弱い存在と見なすのは誤りです。性暴力はいつでも加害者にその非があることを思い出してください。そしていかなる被害者も適切なケアを受け、敬意をもって接せられる権利があります。

☆ 加害者はどんな人？ ☆

加害者は成人男性や十代の少年がもっとも多く、女性の加害者もいます。加害者は、見知らぬ他人、家族（父・母・兄・姉）、親戚、近所の人、教師、聖職者、サラリーマン、会社や学校の同僚、精神科医、カウンセラー、同級生、少年、少女などと多様です。異性愛者からの加害も、同性愛者からの加害もともにあります。

☆★★☆★★☆★★☆★☆★★☆★★☆★

ミーティング参加の方法

☆★★☆★★☆★★☆★☆★★☆★★☆★

以下をお読みいただいて、各会場のファシリテーター（世話人）か、下記のEメール・アドレスへお申し込みください。参加してみればそんなに堅苦しくありませんので一度おいでください。交流のための「お茶会」もしています。

◎グループ名◎

RANKA （ランカ、旧称ＭＳＶ）

RANKAは「蘭の香り」。古典の「心が通い合った仲間のことば、金属を断ち切るほどに鋭く、蘭の花の香りのように美しい」（易）から名づけました。
◎お申し込み方法◎
次の３点を書いて、下のEメール・アドレスか、各会場のファシリテーター宛にメールをお送りください。開催日時は、下記のメールマガジン「IF通信」でお知らせします。

①お名前（仮名ＯＫ）と簡単な自己紹介

②あなた専用のEメール・アドレス

③「自助グループ参加希望」と明記

（注）お教えいただいた内容は、グループ運営のために事務局やファシリテーター間で共有することがあります。外部に漏らすことはありません。これらはミーティングの安全のためにすべての方にお送りいただいています。

	メールマガジン「IF通信」をご購読ください

メールマガジン「IF通信」（発行：くろたけ）を通じて、自助グループ情報や、イベント、書籍などの情報をお届けしています。どなたでもご購読いただけますので、下記のメールにご連絡ください。グループに参加申し込みをされた方には、同時にこの「IF通信」をお届けしています。自助グループ情報を継続してお届けしているのはこの「IF通信」だけなので、将来にわたりご購読下さい。


※当グループでは、会場を確保してくれる人がいれば、全国どこででもミーティングを開催できるシステムを採用しています。開催を希望する方はメールでご連絡ください。過去には2001年に開始し、大阪、埼玉、東京、静岡、横浜、札幌で行ってきました。

※一般の方々を対象に、ミーティングを模擬体験していただく「オープンミーティング」も開催しています。詳細はメールでお問い合わせください。

◎Eメールアドレス◎
ranka444@gmail.com 

              ◎日時と場所◎

不定期なので、「IF通信」や、下記ホームページの掲示板などでお知らせします。

                ◎参加資格◎

　（a）各種の性被害にあったことのある男性
　（b）男性のときに性被害にあったか、あるいは自分の男性性と性被害を結びつけて考えてみたいセクシャルマイノリティなど（ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダー、MTF、FTM、インターセックス、クエスチョニングほか） 。※参加を迷う時は遠慮なくお問い合わせください。
                  ◎参加費◎

数百円程度の予定（会場費ほか）。

◎注意事項◎

☆仮名やハンドルネームを使います。

☆原則として「言いっぱなし、聞きっぱなし」です。話したいことを、話したいように話せます。話したくないことは話さなくてＯＫです。また、話し手の話しに静かに傾聴しましょう。

☆「私」（Ｉ）を主語にして、「私は・・・と思う」　「私は・・・と考える」という形式で語りましょう。

☆ミーティングで聞いたメンバーの具体的な体験やプライバシーを外部に漏らさないでください。ただし、次の内容は外部で話したり、書いたりできます。自分自身の体験や気づき、一般的な被害例や知識、ミーティングの運営の仕方、参加した感想、そのほかミーティングの安全を損なわないこと。各位が受けているカウンセリングでミーティングの感想を話すこともOKです。

☆原則としてアドバイスや情報提供、用語の説明などをして欲しいときは申し出てください。

☆書籍・雑誌・チラシ・インターネットなどに、このミーティングの紹介や歴史、参加者の感想や体験談、URLを載せることがあるので、了承しておいてください。
☆多様なセクシャリティを尊重して下さい。さまざまなセクシャリティや性的指向性の方が参加します。（ホモやレズは差別的なことばです）

☆同性愛と男性間の性暴力を区別して下さい。男性による男性への性暴力は、同性愛ではありません。

☆差別用語は使わないでください。

☆必要に応じて、加害について話題になることもあるので、ご了承ください。

☆他のメンバーへの批判、説教はできません。

☆本人に許可なくメンバーの身体に触れないで下さい。

☆身体的暴力や言葉の暴力を行使しないでください。 

☆アルコールを飲んでの参加はできません。 

☆連絡先の交換やミーティング外で個別に会う場合は、各自の責任でお願いします。 

☆安全確保などのために、ファシリテーターなどが発言をさえぎる場合もあるので、ご了承ください。

☆ミーティング終了後に、疲労感、心の不安定、性的な高ぶりなどを感じることがあるので、自分なりのセルフケアの方法を身につけることをお勧めします。たとえば、好きな音楽を聴く、腹式呼吸、日記を付ける、信頼できる人やカウンセラーに話を聴いてもらう、静かな海辺をイメージする、ゆっくりお風呂に入る、など。

☆注意事項は、常識の範囲内ですのでリラックスしておいでください。では、お待ちしていま～す！　

◎参考ホームページ◎

◆ホームページ名：If He Is Raped

ＰＣ：http://www.comcarry.net/~genbu/index.html 

携帯サイト：http://k1.fc2.com/cgi-bin/hp.cgi/ranka2001/ 
（注）「If He Is Raped」でネット検索してください。
男でも女でも、大人でも、未成年でも、少年に性的侵入したら、それは性的虐待だよ





セクハラや性暴力は、


男女やセクシャルマイノリティを問わず、誰が受けても不快だよ
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